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ⅠⅠⅠⅠ    題材名題材名題材名題材名 『旋律をつくって箏を奏でながらうたおう』『旋律をつくって箏を奏でながらうたおう』『旋律をつくって箏を奏でながらうたおう』『旋律をつくって箏を奏でながらうたおう』     

 

ⅡⅡⅡⅡ    題材について題材について題材について題材について     

本題材では，創作と音楽表現を関連付け，自分が選択した俳句のイメージにふさわしい旋律をつくり，演奏

する。ここでは，学習指導要領の「Ａ表現」（１）歌唱「イ 曲種に応じた発声や言葉の特性を理解して，それらを

生かして歌うこと。」，（２）器楽「イ 楽器の特徴を理解し，基礎的な奏法を生かして演奏すること。」，（３）創作

「ア 言葉や音階などの特徴を生かし，表現を工夫して旋律をつくること。」について，〔共通事項〕のうち音色，

旋律（音階，音のつながり方），構成などを窓口に言葉や音階，箏の音色などの特徴を理解し，自己のイメージ

や音楽を形づくっている要素とかかわらせながら,それらを生かした旋律をつくり，音楽表現する。具体的には，

箏で音を出して確かめたり，うたったりしながら，言葉の抑揚やリズム，箏の音色の特徴を知覚・感受したことを

基に，自己のイメージにふさわしい音のつながり方や箏の奏法を試すことで思考力や判断力を深め，これらの

特徴を生かした表現の工夫をして，自分なりの思いや意図をもって音楽表現する学習に取り組む。  

 

ⅢⅢⅢⅢ    題材の指導目標題材の指導目標題材の指導目標題材の指導目標    

(1) 言葉や箏の音色や奏法，平調子による旋律，構成などの特徴を生かして，表現を工夫して旋律をつくる学

習や自分のつくった旋律を，奏法を理解して演奏しうたう学習に主体的に取り組ませる。 

(2) 言葉や箏の音色，平調子による旋律，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら，それらの特徴を生かして音楽表現を工夫し，どのように旋律をつくるかについての思いや意図，自分のつく

った旋律をどのように演奏するかについての思いや意図をもたせる。 

(3) 言葉の抑揚やリズム，箏の奏法，平調子による旋律，構成などの特徴を生かした音楽表現をするために必

要な，音の組み合わせ方，記譜の仕方などの技能を身に付けて簡単な旋律をつくらせる。 

(4) 曲種に応じた発声や箏の特徴を捉えた音楽表現をするために必要な，声の出し方，箏の基礎的な奏法，読

譜の仕方などの技能を身に付けて演奏している。 

    

ⅣⅣⅣⅣ    本題材における言語活動本題材における言語活動本題材における言語活動本題材における言語活動    

・箏で音を出しうたいながら旋律をつくる活動を通して感じ取った，曲種に応じた発声や言葉の抑揚，リズムや平調

子による旋律などの特徴を他者に音楽に関する言葉を用いて伝える。《感受・表現》 

・自分のつくった旋律の工夫点などについて，他者に音楽に関する言葉を用いて伝える。《解釈・説明》 

・旋律づくりについての構想を立て実践し，評価・改善する。《構想・実践》 

    

ⅤⅤⅤⅤ    題材の評価規準題材の評価規準題材の評価規準題材の評価規準    

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫    音楽表現の技能 

・言葉や箏の音色や奏法，

平調子による旋律，構成な

どの特徴を生かして，表現

を工夫して旋律をつくる学

習に主体的に取り組もうと

している。（創作） 

・箏の音色や奏法に関心を

もち，自分のつくった旋律

を，奏法を理解して演奏

し，うたう学習に主体的に

取り組もうとしている。（表

現） 

・言葉や箏の音色，平調子による旋律，構成を

知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受している。（創作と表現に共通） 

・知覚・感受しながら，言葉の抑揚やリズム，箏

の音色や奏法，平調子による旋律，構成など

の特徴を生かして音楽表現を工夫し，どのよう

に旋律をつくるかについて思いや意図をもっ

ている。（創作） 

・知覚・感受しながら，曲種に応じた発声，箏

の音色や奏法，平調子による旋律，構成など

の特徴を生かして音楽表現を工夫し，自分の

つくった旋律をどのように演奏するかについ

て思いや意図をもっている。（表現） 

・言葉の抑揚やリズム，箏の奏

法，平調子による旋律，構成な

どの特徴を生かした音楽表現

をするために必要な，音の組

み合わせ方，記譜の仕方など

の技能を身に付けて簡単な旋

律をつくっている。（創作） 

・曲種に応じた発声や箏の特

徴を捉えた音楽表現をするた

めに必要な，声の出し方，箏

の基礎的な奏法，読譜の仕方

などの技能を身に付けて演奏

している。（表現） 



    

ⅥⅥⅥⅥ    指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画指導と評価の計画 （６時間扱い・・・・本時４／６） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

題材 指導目標 主な学習活動 
時

数 

【言語活動系

統表】との関連 

旋律をつくっ

て箏を奏でな

がらうたおう 

①平調子の音階の特徴，言葉の抑

揚やリズムなどに関心をもち，音

楽表現を工夫して簡単な旋律を

つくる学習に主体的に取り組ま

せる。 

②平調子による音階を知覚し，そ

の働きが生み出す特質や雰囲気

を知覚・感受しながら，言葉の抑

揚やリズムなどを感じ取り，平調

子の特徴を生かして音楽表現を

工夫し，どのような旋律をつくる

かについて思いや意図をもたせ

る。 

③言葉の抑揚やリズム，平調子の

特徴を生かした音楽表現をする

ために必要な音の組み合わせ方，

記譜の仕方などの技能を身に付

けて簡単な旋律をつくることが

できる。 

・いくつかの俳句を音読し，

言葉の抑揚やリズムを感じ

取り，音の高低やリズムを

ワークシートに記入する。 

 

・自分の選択した俳句を基

に，平調子を用いて旋律を

つくる。 

・曲種に応じた発声や言葉

の抑揚，リズムや平調子に

よる旋律などの特徴を生か

した音楽表現を工夫し，箏

で音を出して確かめたり，

うたったりしながら，自分

なりの思いや意図をもって

自分の選択した俳句にふさ

わしい旋律をつくる。 

3 

【感受・表現】 

【解釈・説明】 

【構想・実践】 
④曲種に応じた発声，言葉の抑揚

やリズム，構成などに関心をも

ち，それらをいかして音楽表現す

る学習に主体的に取り組ませる。 

⑤知覚・感受しながら，曲種に応

じた発声，言葉の抑揚やリズム，

平調子の音階の特徴を生かした

旋律，構成などを理解して，それ

らを生かした音楽表現を工夫し，

どのように演奏するかついて思

いや意図をもたせる。 

⑥曲種に応じた発声，言葉の抑揚

やリズム，構成を生かした音楽表

現をするために必要な技能を身

に付けている。 

・自分がつくった旋律を箏

で演奏しうたいながら，音

楽表現の工夫について考え

る。 

・発表会（全体）を行う。 

・自分のつくった旋律の特

徴や，どのような思いや意

図があって創作したのかな

どを説明してから演奏す

る。 

3 

本

時 

1/3 



    

観点 指導目標 評価方法 Ａのキーワード・具体例 評価規準 Ｃへの手立て 

音 

楽 

へ 

の 

関 

心 

・ 

意 

欲 

・ 

態 

度 

① 

観察 

ワークシー

ト 

平調子の音階の特徴や言葉の抑揚

やリズムなどに関心をもち，進ん

で旋律を複数つくり，ワークシー

トに記入するとともに，他者にそ

れぞれの旋律の意図や思いを説明

している。 

平調子の音階の特徴や，言葉

の抑揚やリズムなどに関心

をもって旋律をつくり，ワー

クシートに記入している。 

平調子の音階の

特徴や，言葉の抑

揚，リズムについ

て補足説明する

などして，学習対

象に関心をもた

せる。 

生徒のつくった

旋律のよいとこ

ろなどを褒め，自

信をもって演奏

できるように意

識を高める。 

④ 

曲種に応じた発声，言葉の抑揚や

リズムなどに関心をもち，自分の

つくった旋律をふさわしい演奏に

なるべく，課題をもって繰り返し

演奏し，他者に自分の演奏につい

て自分から感想を求めるととも

に，他者の演奏について気付いた

ことを進んで述べている。 

曲種に応じた発声，言葉の抑

揚やリズムなどに関心をも

ち，自分のつくった旋律を繰

り返し演奏し，他者の述べる

自分の演奏についての感想

に反応するとともに，他者の

演奏について気付いたこと

を述べている。 

音 

楽 

表 

現 

の 

創 

意 

工 

夫 

② 

ワークシー

ト 

作品 

平調子による音階を知覚し，その働

きが生み出す特質や雰囲気を感受

しながら，言葉の抑揚やリズムと音の

つながり方が合うようにするなどの音

楽表現を工夫し，どのような旋律を

つくるかの思いや意図についてワー

クシートに自分なりの根拠を基に明

確に記入している。 

平調子による音階を知覚し，

その働きが生み出す特質や雰

囲気を感受しながら，平調子

を基に，言葉の抑揚やリズム

などを感じ取って音楽表現を

工夫し，どのような旋律をつく

るかの思いや意図をワークシ

ートに記入している。 

平調子の音階の

構成音が理解でき

ていな い生徒に

は，箏を用いて実

際に音を聴かせな

がら確認する。ま

た，どのような旋律

をつくるか，どのよ

うに演奏するかに

ついての構想や

表現の工夫が浮

かばない生徒に

は，いくつか構成

音のつながりを示

す等，創作や演奏

の手掛かりとする。 

⑤ 

知覚・感受しながら，曲種に応じた

発声，言葉の抑揚やリズム，平調子

の音階の特徴を生かした旋律，構成

などを理解して，それらを生かした

音楽表現を工夫し，どのように演奏

するかについての思いや意図を，ワ

ークシートに自分なりの根拠を基に

明確に記入している。 

知覚・感受しながら，曲種に応

じた発声，言葉の抑揚やリズ

ム，平調子の音階の特徴を生

かした旋律，構成などを理解し

て，それらを生かした音楽表

現を工夫し，どのように演奏す

るかについての思いや意図を

ワークシートに記入している。 

音 

楽 

表 

現 

の 

技 

能 

③ 

作品 

演奏 

言葉の抑揚やリズム，平調子の特徴

を生かした音楽表現をするために必

要な音の組み合わせや工夫の仕方

が適切で，それを正確に記譜するこ

とができ，それが作品に表れてい

る。 

歌唱表現を想定した音のつな

がり方で，言葉の抑揚やリズ

ム，平調子の特徴を生かした

旋律をつくり，それらを概ね記

譜することができるとともに，作

品に表れている。 

自分の創作した

曲の思いや意図

を基にふさわし

い表現になるよ

うに箏を演奏し

うたうための技

能の留意点をい

くつか例示し，意

識させる。また，

場合によっては，

教師が演奏し，参

考にさせる。 

⑥ 

曲種に応じた発声，言葉の抑揚やリ

ズム，構成を生かした音楽表現をす

るために必要な技能を確実に身に

付けて箏を演奏しうたっている。 

曲種に応じた発声，言葉の抑

揚やリズム，構成を生かした音

楽表現をするために必要な技

能を概ね身に付けて箏を演奏

しうたっている。 

鑑 

賞 

の 

能 

力 

  

   



ⅦⅦⅦⅦ    生徒の実態について生徒の実態について生徒の実態について生徒の実態について    

本学級の生徒は，学習時における発話等も積極的で，自分なりの考えを述べることができる生徒が多い。

また，知覚・感受したことを進んで交流し，表現活動では，どのように表すかについて自分なりの思いや

意図をもって音楽表現の創意工夫に取り組もうとする生徒が多いなど，音楽への関心・意欲・態度が高い。

歌唱の活動では，題材「混声合唱の豊かな響きを味わおう」で，混声合唱曲「心の中にきらめいて」，「君

とみた海」を教材に，〔共通事項〕を学習の支えとして，歌詞の内容や曲想，混声合唱にふさわしい発声

と言葉の特性，声部の役割や全体の響きについて，それぞれ表現を工夫して歌う学習に意欲的に取り組ん

だ。器楽の活動では，初めて箏を演奏するので，創作の活動と関連付けながら，箏の特徴を捉えた音楽表

現をするために必要な箏の基礎的な奏法，読譜の仕方などの技能についても身に付けさせたい。創作の活

動については，１年時に，題材「旋律をつくって奏でよう」で５音音階を用いて旋律を創作し，ソプラノ

リコーダーで演奏する学習に取り組んでいる。 

 

ⅧⅧⅧⅧ    本時案本時案本時案本時案        

１ 題材  「旋律をつくって箏を奏でながらうたおう」 

２ 学習目標                         

・箏の音色や奏法に関心をもち，自分のつくった旋律を，奏法を理解して演奏し，うたう学習に主

体的に取り組むことができる。                【音楽への関心・意欲・態度】 

・知覚・感受しながら，箏の音色や奏法，平調子による旋律，構成などの特徴を生かして音楽表現

を工夫し，自分のつくった旋律をどのように演奏するかについて思いや意図をもつことができる。     

【音楽表現の創意工夫】 

３ 学習の展開 

○学習活動 ○教師のかかわりと◆留意点 ○評価規準と（評価方法） 

○前時までの学習内容を振り

返る。 

○本時の学習目標を把握す

る。 

  

 

○ワークシートに目標を記入

する。 

○前時までの学習についてワークシートをも

とに振り返らせる。 

○本時の学習目標を提示し，本時の学習 

 の見通しをもたせる。 

 

 

○目標はできるだけ具体的に記入するように

指示する。 

 

○自分がつくった旋律を実際

に演奏しながら，ふさわし

い箏の音色や奏法，発声

や表現の工夫について考

える。 

 

○ふさわしい箏の音色や奏

法，発声や工夫しているこ

とを音楽に関する言葉や演

奏で説明し合い，交流す

る。 

○表現を工夫したことや，ど

のように演奏するかについ

ての思いや意図をワークシ

ートに書き，演奏に取り組

む。 

○自分がつくった旋律を演奏し，箏の特徴

や言葉の抑揚やリズムを知覚・感受しなが

ら，自分が選んだ俳句にふさわしい箏の

音色や奏法，発声や表現の工夫について

考えさせる。 

◆声の出し方，箏の奏法，姿勢を確認する。 

○それぞれのつくった旋律について，交流

する。 

◆自分のつくった旋律について説明しやす

いように，音楽に関する言葉をいくつか例

示した上で交流させる。 

○交流を通して深めたふさわしい表現の工

夫やどのように演奏するかについての思

いや意図をワークシートにできるだけ具体

的に書かせる。 

◆机間指導し，ワークシートへのまとめ方に

ついてアドバイスする。 

○曲種に応じた発声，言葉の抑揚やリ

ズムなどに関心をもち，自分のつくっ

た旋律を繰り返し演奏し，他者の述

べる自分の演奏についての感想に反

応するとともに，他者の演奏について

気付いたことを述べている。 

 【音楽への関心・意欲・態度】 

（観察） 

○知覚・感受しながら，曲種に応じた発

声，言葉の抑揚やリズム，平調子の

音階の特徴を生かした旋律，構成な

どを理解して，それらを生かした音楽

表現を工夫し，どのように演奏するか

についての思いや意図をワークシー

トに記入している。 

【音楽表現の創意工夫】 

（ワークシート） 

○自己評価をし，本時のまと

めをする。 

○ワークシートに本時の学習の振り返り

を記入させる。 

 

 

自分がつくった旋律を演奏しながら，ふさわしい表現の工夫をしよう 


